
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月12日事業CD. 0110502 - 04000

事 業 名 講座開講事業

細事業名

関連法令・条例等 社会教育法、南丹市公民館条例

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

佐々谷・今西担当：131

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　生涯学習拠点施設の充実。 

②事業を実施する必要性

　　参加者の学習意欲を高め、多くの人及び団体が「つどい・まなぶ・むすぶ」を実践できる

　講座開設や情報提供をすることにより、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与する。

③未実施事項

　　概ね計画通り実施できた。

 

④他にも効果が見込める施策があるか

　　第４章３　多様な担い手のパートナーシップを育てる

  　＝　ボランティアの育成により、様々な分野での市民参画が見込める　　　　

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　各施設における講座開講について、旧町の枠組みから市内全域に募集をかけることができ、

それによって講座内容の充実や、受講者間の交流が広がった。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

講師謝礼　　　　　　1,560千円

講座消耗品　　　　　　306千円

公演運営委託　　　　1,465千円

映画フィルム使用料　1,123千円（5本上映）
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財
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内
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使 用 料 ・ 手 数 料 等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債
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職 員 等 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

　公民館及び類似施設において各種講座が開講されている

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　公民館及び類似施設（4館）における地域特性を活かした講座開講

②当該事業のアピール事項

　講座や社会教育事業により市内住民の交流をが図れ、人と人・人とグループが「つどう」講

座を開催し、生活に向き合った「まなび」を実践する講座及びこれらを「むすぶ」場作りが実

践できた。

③反省点、今後の展開・方向性等

　限られた人員での講座運営を今後いかに進めていくことができるかが課題。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

●社会人英会話講座

　初心者コース・経験者コースの二クラスに分かれて教材

として

　テキストを使う

　外国人講師の異文化や習慣の違いや日常的な会話等す

る。

講座開講事業

活動結果

佐々谷・今西・塩貝・倉内

●環境講座

　①環境学習・・・地球環境温暖化の防止について

　②家庭の知恵袋

　③エコクッキング（しそ・お茶ゼリー）

　④リサイクル小物つくり（卵パック・牛乳パック）

　⑤エコバッグ作り

　⑥なまごみの堆肥作り

　⑦八木町内・講師宅へ見学に行く

　⑧環境課の講演に参加

　⑨エコクッキング（おから・黒豆ゼリー等）

　⑩受講生の実践報告会

受講生の英語の理解度レベルが

違い

むずかしいが、指導力により対応

が

要求される。受講生同士の交流や

国際交流の機会が持つことが出来

た。

５月～１月　　２８名

毎週水曜日

初心者午後２：００～３：３

０

経験者午後６：００～７：３

０

６月～２月まで

　毎月１回

　１０：００～１２：００まで

　　12名

初回から受講生も目的を持ちなが

ら

積極的に学習することができた。

家庭で実践し近所の人にも啓発

でき環境への関心の輪が広げられ

た。

まだまだ学習機会の場の提供が

必要である。

所管部局 教育委員会

活動日または時期


